
 

 

有機推進法とは？ 
 

有機農業の推進に関する法律（平成 18 年法律第 112 号） 

（目的） 

第一条 この法律は、有機農業の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らか 

にするとともに、有機農業の推進に関する施策の基本となる事項を定めることにより、有機農業の 

推進に関する施策を総合的に講じ、もって有機農業の発展を図ることを目的とする。 

 

（定義） 

第二条 この法律において「有機農業」とは、化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと並びに遺 

伝子組換え技術を利用しないことを基本として、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低 

減した農業生産の方法を用いて行われる農業をいう。 

 

（基本理念） 

第三条 有機農業の推進は、農業の持続的な発展及び環境と調和のとれた農業生産の確保が重要であり、有 

機農業が農業の自然循環機能（農業生産活動が自然界における生物を介在する物質の循環に依存し、 

かつ、これを促進する機能をいう。）を大きく増進し、かつ、農業生産に由来する環境への負荷を低 

減するものであることにかんがみ、農業者が容易にこれに従事することができるようにすることを旨 

として、行われなければならない。 

 

２ 有機農業の推進は、消費者の食料に対する需要が高度化し、かつ、多様化する中で、消費者の安全かつ良 

質な農産物に対する需要が増大していることを踏まえ、有機農業がこのような需要に対応した農産物の供給 

に資するものであることにかんがみ、農業者その他の関係者が積極的に有機農業により生産される農産物の生 

産、流通又は販売に取り組むことができるようにするとともに、消費者が容易に有機農業により生産される農 

産物を入手できるようにすることを旨として、行われなければならない。 

 

３ 有機農業の推進は、消費者の有機農業及び有機農業により生産される農産物に対する理解の増進が重要で 

あることにかんがみ、有機農業を行う農業者（以下「有機農業者」という。）その他の関係者と消費者との連 

携の促進を図りながら行われなければならない。 

 

４ 有機農業の推進は、農業者その他の関係者の自主性を尊重しつつ、行われなければならない。 


